	第２９回　連携会議記録

	日時
	2012/1/24　15：00～

	会場
	市庁舎201号会議室

	参加者数
	２０／２３

	会議の記録

	＜経過報告＞

・日刊連携会議92号の発行を追加
＜協議題＞

□提言２０1１に向けて　その２

・「提言１１」の事務局提案に対して、提言の基本スタンスについて確認する質問があり、事務局から「これまでは行政を意識した提言が中心であったが、もとより誰かに対して提言をするものではなく、改善検討すべきことを提言するというのが基本スタンスである」と回答。次に「運営計画の二本立てが前提か」との質問に対して事務局から「全道的にはそうであるが、石狩管内では学校財政財務活動を本務業務と押さえているから、二本立てでなくとも財政財務活動を反省する、と考えるべき」と回答。次に、「運営計画の項目すべてを評価項目としている学校は、事務部門以外についてもそうか」との質問に対して事務局より、「事務局長の勤務校ではそうである」と回答。関連して、運営計画の全項目を評価項目とすることは著しく煩雑ではないか」との意見に対し事務局から「運営計画の全項目を評価項目にすることを提案しているのではない。一例として紹介。大見出しだけにする方法もある。」と回答。この提言で課題が解決するわけではなく、継続したとりくみや検証を重ねていくことが必要との意見を受け、以降の連携会議で確認することとする。
・「提言１２」の事務局提案に対して「就学援助費の対象経費をしっかり示し、それに沿って経費計画を立ててもらうとりくみが必要」との意見を受け、その主旨を提言本文に盛り込むことを確認。次に「全額給付をめざすのか」との質問に対して事務局から「全額給付が一つの理想ではあるが、就学援助がいいのか全額公費がいいのかという論議もある。また、経費と教育効果の関連についての議論も重要である」と回答。修正部分を含め次回以降の連携会議で確認することとする。
□保護者負担調査集計表から読み取れるもの
・日刊連携会議92号の提起に沿って交流。
＜実践交流＞

・柔道着のクリーニングの実施状況について質問があり、状況を交流。質問校は、昨年度約30着を汚リーニングしたが予算を圧迫、大変困難。汚れの目立つ物だけ校内の洗濯機で洗濯が1校、次年度から実施が１校、決まっていないが１校、異なる種目が２校、（欠席２校）
・職員室電話機の交換が順次すすめられているとの報告あり。
＜連絡事項＞
・事務局から、市教委からのメールを自席ＰＣで受けたい方については、日刊連携会議№82で紹介済みなので、参照していただきたいことについて連絡。


